
大阪公立大学工学部・工学研究科の概要

2022年４月、大阪府立大学と大阪市立
大学が統合し、新しく大阪公立大学が誕生
しました。本学は幅広い学問領域を擁し、
学生数は約１万６千人となる全国最大規模
の公立総合大学となります。これに伴い、
大阪府立大学の工学域・工学研究科と大阪
市立大学の工学部・工学研究科が統合し、
新しく工学部・工学研究科が誕生しました。
図に示すように、新しい工学部は全12学科
で構成されています。昨年秋からYouTube
やSNSで配信しているプロモーションビデ
オでご存知のように、“こうきたら、工”を
キャッチフレーズに、工学に関わるあらゆ
る問題を解決できる研究体制をとっていま
す。また、教育面では、基礎から応用へと
繋ぐ系統的なカリキュラムにより、学生諸
君は工学の基礎知識を修得し、さらに、卒
業研究を通じて、各種の問題解決力、創造
力、コミュニケーション能力などを修得し
ます。また、工学研究科は、７専攻12分
野から構成され、幅広い分野で横断的な最
先端の研究を展開しています。充実した多
様な教育プログラムと最先端の研究を通し
て、高度な専門能力を修得し、豊かな人間
性と高い倫理観を持ち、持続可能な社会の
発展と文化の創造に貢献できる技術者・研
究者を育成します。
新しい工学部・工学研究科の特徴をまと
めると以下のようになります。
・�あらゆる課題に対応できる幅広い学問
領域

・�世界をリードする高度研究型大学を�
牽引

・�地域社会（大阪府・大阪市・堺市）と
の連携強化

・オープン・イノベーション
工学研究科では、全固体電池に関する研
究や医工連携など、世界をリードする先進
的な研究や学内連携が数多く進められ、ま
た、地球規模の課題（環境破壊、地球温暖
化、資源枯渇、人口急増や食糧不足）解決
と持続可能な社会の実現に向けたSDGsに
も積極的に取り組んでいきます。さらに、

堺市と連携して進めている“NAKAMOZU�
イノベーションコア創出コンソーシアム”
や、産学官協創拠点（リビングラボ）とし
て整備されるイノベーションアカデミーの
設立など、地域社会や産業界との強力な連
携やオープン・イノベーションを今後も積
極的に進めていきます。加えて、ニュー
ノーマルと呼ばれるポストコロナ時代に対
応するため、DX（デジタルトランスフォー
メーション）技術を活用した通信やコミュ
ニケーション技術の開発、感染リスクを回

工学研究科長・工学部長　教授　綿野　　哲

避する遠隔ロボットの活用、リモート社会
に対応したインフラの整備はもちろんのこ
と、新たなパンデミックにも対応できるウ
イルスの検知、感染防止技術、抗ウイルス
材料の開発なども進めていきます。以上の
ように、新しい工学部・工学研究科は、大
阪公立大学が目指す「高度研究型大学～世
界に翔く地域の信頼拠点～」の中心的存在
として、産学官連携を促進し、科学技術の
発展に貢献していきます。

工学研究科
航空宇宙海洋系専攻
機械系専攻
電子・数物系専攻
電気・情報系専攻
物質・化学系専攻
量子放射線専攻

大阪府立大学
工学研究科

機械物理系専攻
電気情報系専攻
化学生物系専攻
都市系専攻

大阪市立大学大阪公立大学
工学研究科

航空宇宙海洋系専攻
航空宇宙工学分野
海洋システム工学分野

都市系専攻 建築学分野
都市学分野

機械系専攻
電子物理系専攻
電気電子系専攻

物質化学生命系専攻

応用化学分野
マテリアル工学分野
化学工学分野
化学バイオ工学分野

量子放射線専攻

機械工学分野
電子物理工学分野
電気電子システム工学分野

量子放射線工学分野

工学研究科の構成

工学部の構成

工学部
機械工学科
電子・物理工学科
電気情報工学科
建築学科
都市学科
化学バイオ工学科

大阪市立大学
工学域

航空宇宙工学課程
海洋システム工学課程
機械工学課程
情報工学課程
数理システム課程
電気電子システム課程
電子物理工学課程
応用化学課程
化学工学課程
マテリアル工学課程
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大阪府立大学
工学部

航空宇宙工学科
海洋システム工学科
機械工学科
建築学科
都市学科
電子物理工学科
情報工学科
電気電子システム工学科
応用化学科
化学工学科
マテリアル工学科
化学バイオ工学科
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大阪公立大学工学部のカリキュラム

大阪公立大学の共通教育のシステムは、
従来大学のものから大きく変わりました。
大阪市立大学にはなかった初年次ゼミナー
ルが１年次生授業として始まり、大阪府立
大学において選択科目であった第２外国語
が必修科目になっています。工学部で開講
する専門科目については、分離・統合した
学科を中心に比較的大きなカリキュラム変
更がなされています。しかし、一見大きく
変更されたように見えても、学問の基礎は
同じですので、４年間で学ぶ内容は従来と
大きく変わるものではありません。一方、
変更の大小にかかわらず、新大学の発足に
合わせてカリキュラムが細かく変更されて
います。各学科は講義科目やその内容を時
代に合ったものに一部変更しています。ま
た、実験・演習科目においても教育効果向
上のために新たな工夫がなされています。

いま工学部でもっとも注意を払っている
のは時間割編成です。今後の数年間は大阪
公立大学、大阪府立大学、大阪市立大学の
３つの異なるカリキュラムが中百舌鳥キャ
ンパスと杉本キャンパスで運用されます。
府大生と市大生が再履修科目の申請を行う
場合、ほとんどは公立大学の開講科目を読
み替えて申請することになります。しか
し、時間割変更のために再履修科目と必修
科目の授業時間が重なって再履修できない
状況が発生するかもしれません。このよう
なときは迷わずに学生アドバイザー（また
は教育推進課工学部教務担当）にご相談く
ださい。学生諸君が不利にならないように
対処します。

大阪公立大学大学院工学研究科のカリキュラム

次に、大学院の教育カリキュラムについ
て紹介しましょう。
工学研究科では、２年間の博士前期課程
と、続く３年間の博士後期課程を設置して
おり、それぞれ７専攻の教育課程を設けて
います。
博士前期課程では、複数の講義科目と演
習科目の受講を通して、各専攻の専門知識
をより深め、社会のニーズを読み取り、求
められる課題を解決できる能力を習得して
いただきます。また、研究指導教員の指導
の下、各自研究テーマを設定し、文献調査
や実験、計算、データ解析、考察、および
発表・討議を行う一連のプロセスを経て修
士論文を作成していただくことで、技術
者・研究者としての基礎素養を体得してい
ただきます。皆さんが独自に得られた研究
成果は、海外の研究者との情報交換も今後
ますます必要となることから、国際的なコ
ミュニケーション能力を養う「科学英語」
や「Academic�Writing」、「Academic�
Presentation」などの科目も大学院共通
教育科目として準備されています。さら
に、大学院修了後のキャリアデザインや技
術経営を学ぶための科目、複雑なできごと
を俯瞰的にみるシステム思考に関する科目
なども選択することが可能です。加えて、
みなさんに技術者や研究者としての社会的
使命や責任感を培っていただくために「研
究公正Ａ」を必修で履修いただくようにカ
リキュラムを構成しています。

博士後期課程では、研究指導教員の指導
の下、自ら研究テーマを設定して博士論文
を作成していただきます。まずは文献調査
や資料調査により類似研究を調べ、博士論
文としてのオリジナリティの確認や研究目
的の絞り込み、研究方法の具体化を行って
いただきます。その上で、実験や計算を実
施し、得られた結果を整理して他研究との
比較・評価を行い、得られた研究成果を国
内・国際学会等で論文として公表していた
だきます。この一連のプロセスを経て得ら

れた複数の研究成果を博士論文としてまと
めていただくことになります。
また、課程修了のためには、関連する特
別演習と特別研究を履修いただくととも
に、研究に関する倫理的基盤を強固にして
もらうために「研究公正Ｂ」を必修で受講
いただきます。さらに、高度技術者や研究
者を育成するための複数の「イノベーショ
ン創出型研究者養成」科目も大学院共通教
育科目として用意されていて、必要に応じ
て受講が可能です。

副工学研究科長・副工学部長　教授　菊田　久雄

副工学研究科長・副工学部長　教授　貫上　佳則

杉本キャンパス

中百舌鳥キャンパス
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大阪府立大学と大阪市立大学がひとつになり、新しく誕

生する大阪公立大学。中でも工学部は、両大学の15の

学科・学域が融合し、12学科として新生。日本最大級の

規模を誇り、ナノレベルという極小の世界から宇宙とい

う極大の世界まで、あらゆるレベルの工学を網羅してい

る。ここでは、学びたいことを学びたいだけ、どこまで

も深く、広く追究できる。さあ、持続可能な未来社会を

築くための柔軟な工学的センスと確かな倫理観を身に

つけて、自然環境と調和するテクノロジーを創造しよう。

この地球が、ずっと美しく輝く星であり続けるために。
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ナノから宇宙まで
12学科で未来を創造。
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大阪公立大学における学生支援について（経済支援制度と学生生活支援）

経済的に修学が困難な学生を対象とした
経済支援制度と学生生活支援について紹介
します。

経済支援制度
大阪府が2020年度から実施する「大阪
府立大学・大阪市立大学等授業料等支援制
度」、「大学独自の授業料減免制度」、様々
な奨学金制度について紹介します。

■�〈大阪府の支援〉大阪府立大学・大阪市
立大学等授業料等支援制度
家庭の経済事情や個別事情によって、大
阪の子どもたちが進学を諦めることなく
チャレンジできるよう、大阪で子育てをし
ている世帯への支援として、2020年度（令
和２年度）入学生から、国の高等教育の修
学支援新制度に大阪府独自の制度を加え、
大阪府立大学・大阪市立大学および大阪府
立大学工業高等専門学校の授業料等の無償
化が実施されています。
■授業料減免制度
学業優秀と認める者で、やむを得ない事情

により授業料の納付が困難な場合には、授業
料を減額または免除する制度があります。
■日本学生支援機構の貸与奨学金
日本学生支援機構（JASSO）による経
済的理由で修学が困難な優れた学生奨学金
制度で、給付型と貸与型があります。貸与
型では卒業後は返還の義務があります。家
庭の経済状況や人生・生活設計に基づき、
貸与を受ける必要性、返還時の負担などを
十分考慮し、学資として必要となる適切な
金額を選んで申し込んでください。
■その他の奨学金
他にも「民間団体等が実施する奨学金」
や「大学独自で実施する給付奨学金」の制
度もあります。
■ノートPC
大阪公立大学では全学生に対してノート
PCが必携となりました。動画によるサ

ポートに加えて、パソコンの初期設定や利
用方法については大学にサポート窓口が設
置されます。また、台数に限りはあります
が、経済的に購入が困難な学生に対しては
ノートPCが貸与されます。
これら経済支援制度の申請については、

中百舌鳥キャンパス・杉本キャンパスの学
生課に問い合わせてください。

�博士後期課程学生に対する教育プログラム等
博士後期課程の大学院生については、研

究費や生活支援金、海外留学費などが支給
される教育プログラムや事業があります。

■博士課程教育リーディングプログラム
優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く

産学官にわたりグローバルに活躍できる
リーダーへと導くため、国内外の第一級の
教員・学生を結集し、産・学・官の参画を
得つつ、専門分野の枠を超えて博士課程前
期・後期一貫した世界に通用する質の保証
された５年一貫の学位プログラムです。履
修生は、自主研究費（博士前期：20万円、
博士後期：40万円）や海外留学支援費
（３ヶ月程度を目安、最大60万円程度）な
どの支援が受けられます。
■�科学技術イノベーション創出に向けた大
学フェローシップ創設事業
将来の我が国の科学技術・イノベーショ

ン創出を担う博士後期課程学生の処遇向上
とキャリアパスの支援を行う制度です。採
択学生にはフェローシップ（年間230万円
（研究費50万円を含む））が支給されます。
■次世代研究者挑戦的研究プログラム
博士後期課程学生による挑戦的・融合的

な研究を支援し、優秀な博士人材が様々な
キャリアで活躍できるように研究力向上や
研究者能力開発を促すプログラムです。本
事業の支援対象学生は、研究奨励費（年間
220万円（研究費20万円を含む））、国内
外留学支援費（６ヶ月程度を目安、支援期

間中に最大150万円程度）、長期インター
ンシップ支援（３ヶ月程度を目安）などの
支援が受けられます。

学生生活支援
■学科・分野での学生支援
学生生活や科目履修について相談あるい
は助言を行うため、各学科に「学生アドバ
イザー」教員が設置されます。進路、学生
生活全般について困ったことがあれば、遠
慮なく担当教員に相談してください。学部
４年次生・大学院生は「研究グループ（研
究室）」に所属しますが、所属研究グルー
プの教員は研究活動や進路についてサポー
トします。大学院生については、研究指導
教員に加えて副指導教員も設定され、大学
院での活動をサポートします。
■大学での学生支援
大学には相談の一次窓口として「学生な
んでも相談窓口」が開設されます。学生な
んでも相談窓口では学生生活に関する困り
事・悩み事などを対面、電話、Ｅメールで
相談できるほか、どこに相談すればよいか
分からない場合に適切な窓口を紹介いただ
けます。また、学生の心身の健康支援窓口
も複数設置されます。学内でのケガや病気
については、「健康管理センター」で応急
対応いただけます。その他、「アクセシビ
リティセンター」や「メンタルヘルスセン
ター」が設置され、学生の心身の健康支援
を行います。
■進路指導
各学科(学部)・各分野(大学院)において

「就職担当教員」を配置しており、皆さん
の進路・就職に関する相談に対応します。
さらに、中百舌鳥および杉本キャンパスの
キャリア支援室は、就職に関する行事・イ
ベントの企画・運営・実施を行うほか、進
路・就職に関する相談窓口としてアドバイ
スやサポートを各学科・分野の就職担当教
員と連携、協力して行います。

　　　副工学部長　教授　金　　大貴
工学研究科長補佐　教授　兼子　佳久

授業料等支援制度
大阪府立大学・大阪市立大学
等授業料等支援制度
授業料減免制度

奨学金制度
日本学生支援機構奨学金
⺠間団体等が実施する奨学金
大学独自の奨学金

経経済済支支援援制制度度

学学生生生生活活支支援援

学科・分野での学生支援

学生アドバイザー教員

研究グループ（研究室）教員
（学部4年次生・大学院生）

就職担当教員 進路指導
「キャリア支援室」

大学での学生支援
「学生なんでも相談窓口」
「健康管理センター」

「アクセシビリティセンター」
「メンタルヘルスセンター」連携
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大阪公立大学工学部における情報発信

新入生の皆さん、ようこそ大阪公立大学
へ！
大阪市立大学、大阪府立大学在校生の皆
さん、こんにちは。
新しい大学がどのように変わるのか、あ
るいは変わらないのか気にされていること
と思います。具体的なシステムの変更は、
しかるべき部署からきっちり報告がありま
すので、情報を逃さないようにご注意くだ
さい。基本的には、これまでをさらにパ
ワーアップした教育と研究が推進されると
思っておいていただければ間違いありませ
ん。新しい大学をともに作っていくことを
楽しみたいですね。
４月に姿を現す工学部では、在校生の皆
さんや将来の在校生（高校生や中学生）を
対象として積極的に情報発信を進めていま
す。新年度にはより利便性の向上した教育
学修支援基盤システム「てぃら・みす」が
立ち上がり、インタラクティブに学修効率
が向上します。新大学のWebページも最
先端のデザインで、洗練したものに大改革
が進んでいます。
これらの新システムが利用できるように
なるまでの間にも、いくつかの情報公開サ
イトが立ち上がっています。大阪公立大学
の研究発信にフォーカスしたWebページは
すでに12月から稼働しており、両大学の先
端的な研究成果を英語で発信しています。
（図１、https://www.upc-osaka.ac.jp/

new-univ/en-research/）このページは両
大学から選抜されたプロジェクトチームで
運営しており、国際研究発信の推進に大い
に役立っています。
新しくなる工学部でも準備Webペー�

ジを公開しており、こちらから最新情報に
アクセスできます。（図２、https://www.
upc-osaka.ac.jp/new-univ/omueng/）
このページは正式版のページが立ち上がる
までの時限付き公開となっていますので、
今のうちにアクセスしましょう。
新工学部では、タイムリーな情報発信を

行うために公式Twitterも運用しています。
学部や学科、研究室などの活動をタイム

リーに発信しています。Twitterでは、教員か
らの受験生向けのメッセージも発信してい
ます。新しい工学部の「今」をフォローでき
ますので、是非ともフォロワーとして最新
情報をキャッチアップしてください。（図３、
https://twitter.com/OMUengineering）
また、研究内容のわかりやすい説明や学�
科/研究室紹介はYouTubeの大阪公立大�
学工学部チャンネル（図４、https://
www . y o u t u b e . c om / c h a n n e l /
UCaIMQ5CBvtvjGapza5tLQTA） に て
フォローしてください。研究室の選択など
に有用な情報源となりますので、積極的に
利用してください。

大阪公立大学工学部・工学研究科の入試

2022年４月開学ではありますが、４月
に新入生を迎えるために、入試に関しては
設置認可された直後の2021年９月から一
足先に大阪公立大学として実施していま
す。入学者選抜の理念などを記載したアド
ミッションポリシー等に関しては、設置認
可申請に関する書類一式が公開（https://
www.upc-osaka.ac.jp/new-univ/
about/application/）されていますので
ぜひご覧ください。以下、学部と大学院に
分けて入学者選抜の概要を説明します。

■学部入試
大阪府立大学で実施されていた学類単位
の募集から学科単位への募集となり、大阪
市立大学で実施されていた一般入試選抜に
おける後期日程入試の募集はなくなりまし

た。大阪公立大学工学部では12学科の各
学科が募集単位となります。多様な学生を
受け入れるため、一般選抜入試において、
前期日程入試では、総合的な学力を重視
し、中期日程入試では専門性を重視し理系
科目を重点的に評価します。さらに、学力
だけでなく「思考力・判断力・表現力」「主
体性・協働性」「関心・意欲」を総合的に測
る学校推薦型選抜、総合型選抜を実施しま
す。海外から留学を希望する学生に対し、
大学の門戸を幅広く世界に開放し、工学部
の専門教育を希望する学生を受け入れるた
め、私費外国人留学生特別選抜を実施しま
す。さらに、大学の門戸を幅広く社会に開
放し、工学部の各学科の専門教育を希望す
る短期大学や工業高等専門学校等の卒業者
など、多様な経歴を有する学生を受け入れ
るため、２年次もしくは３年次への一般編
入学試験を実施します。また、一部の学科
では外国人特別編入学試験を実施します。

■大学院入試
２つの大学が統合され、７専攻・12分
野による募集となります。学部と同様に多
様な学生を受け入れるため、博士前期課程
では、一般選抜に加え、社会人としての活
動を継続しつつより高度な専門的知識の享
受と研究指導を受ける事が出来る社会人特
別選抜、海外から留学を希望する学生に対
し外国人特別選抜、さらに一部の分野では
特に優れたものを学力以外の側面からも評
価する推薦入学特別選抜により入学生を選
抜します。博士後期課程でも同様に多様な
ものへの学びの場を提供するために一般選
抜、社会人特別選抜、外国人特別選抜によ
り入学生を選抜します。最後に、大阪府立
大学、大阪市立大学と大きく異なるのは、
情報工学関連分野の募集が工学研究科では
なく、新たに設置される情報工学研究科で
の募集となりますので注意してください。

図１　大阪公立大学の研究発信サイト（英語版のみ） 図3　新工学部のTwitter

図2　新工学部の時限付き情報発信サイト 図4　新工学部のYouTubeチャンネル
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